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幼児期の食嗜好調査と学童期の味覚教育
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はじめに
平成 20年（2008年）公示の「保育所保育指針」1)に

より食育が保育の一環と位置づけられ、同年に告示さ
れた「学習指導要領」2)では学校における食育の推進
が位置づけられた。これにより、保育園や学校におい
て様々な食育が行われるようになった。食育の推進に
関する基本的な方針や目標が定められている「第 3次
食育推進基本計画」3)には、豊かな味覚をはぐくんで
いくことの重要性が示されており、味覚に関する取り
組みはこれまで以上に重要であると考える。本稿で
は、幼児を対象とした食嗜好調査と味覚閾値調査、児
童を対象とした外国語活動における味覚教育の実践を
紹介する。
本稿の実践は香川栄養学園実験研究に関する倫理審

査委員会による審査、承認を得て実施し、解析につい
ては保護者の同意を得た者のみを対象とした。なお、
味覚は甘味・酸味・塩味・苦味・うま味の 5つが基本
味として知られているが、味覚教育という用語は現在、
共通認識をもたれていない。本稿においては味覚教育
を「味わう教育」という意味で活用する。

幼児の食嗜好と国内における味覚教育の動向
幼児期の食習慣は保護者の影響が大きいと考えられ

ており、母親の子ども時代の食嗜好や食習慣が影響す
る4)との報告がある。食嗜好については一般に甘味、
塩味を好み、苦味、酸味を嫌うことが知られており、

Plinerら5)は兄弟姉妹と似ることを報告している。ま
た、幼児自身の食体験が嗜好に影響し、繰り返し味わ
うこと6)や栽培経験をもつこと7)で食の嗜好性を高め
摂取量が増加するとの報告もあり、幼児期までに多種
の食材に触れ、多様な味を体験することが重要である
ことがうかがえる。
国内における味覚教育は 2000年代に入ると分析を
含めた研究や実践の成果が報告されるようになった。
対象は主に小・中学生であり、家庭科をはじめ授業の
一環として実施されるもの、給食指導における実践、
地域の特色を活かした実践などがある8)。味覚教育の
実施により受講者が味覚に関して興味をもつこと9)、
五基本味の識別測定において苦味とうま味の正答率が
低かったこと10)なども報告されている。近年ではフラ
ンスのワイン醸造学者であるジャック・ピュイゼ氏が
提唱している味覚教育を参考にして、味の体験や五感
への意識、感覚を表現することを重視したプログラム
が実践され11,12)、日本における味覚教育の重要性の認
知度を高めていくことの必要性が述べられている13)。

幼児期の食嗜好と味覚閾値に関する調査
清水14)は、食習慣の形成に重要な時期である幼児期

の食嗜好と味覚の形成に着目し、2010年 4月から 11

月に I 県の 2 保育園に通う 88 組の幼児（平均年齢
5.08歳）と保護者を対象に、食嗜好と味覚閾値、食物
摂取頻度等に関する調査を行なった。本稿では幼児の
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乳幼児期、学童期は食習慣の形成に重要な時期である。平成 20年（2008年）には保育園と学校において食育の推
進が位置づけられた。これにより保育園や学校では様々な食育が行われ、その成果が報告されている。近年ではフ
ランスの味覚教育を参考にして、味の体験や五感への意識、感覚を表現することを重視したプログラムが注目され
ている。他方、幼児の偏食や児童生徒の味覚感受性の低下も課題に挙げられている。本稿では、幼児を対象とした
食嗜好と味覚閾値の調査、および児童を対象とした味覚教育の実践を紹介する。

キーワード：食嗜好、味覚閾値、味覚教育、幼児、児童

Practice on the food preference in infants and taste education for school children

Seiko Kanda

Aikoku Gakuen Junior College Department of Home Economics 5-7-1 Nishikoiwa, Edogawa-ku, Tokyo

TEL：03-3658-4111 FAX：03-5693-4566 E-mail address：kanda@aikoku-jc.ac.jp

日本味と匂学会誌 Vol.26 No.2 PP.103-107 2019年 11月



食嗜好と味覚閾値を取り上げて紹介する。
幼児期の食嗜好については先述した報告4-7)以外に

も様々な研究が行われているが、その殆どは保護者の
回答によるものであり、幼児の食嗜好を反映していな
い可能性がある。本調査では幼児の主観的な回答を得
るために、幼児自身がシールを貼付できるシール式食
嗜好マッピングを活用した（図 1）。調査員が対面式で
幼児に説明しながら回答してもらうと、シールの貼付
に要する時間はひとり約 20分であった。同対象者に
期間を空けて再度調査を実施し、各回で得られた回答
を図 1（幼児向け）に示す点数で得点化したところ、2
回の結果に強い相関がみられた（Spearmanの順位相関
係数：r = 0.953、P < 0.001）。これより、シール式食嗜
好マッピングは簡易的に、且つ、視覚的に幼児の食嗜
好を把握する媒体になり得ると考える。
味覚閾値調査については、対象者が同年齢（平均年

齢：男児 4.7歳、女児 4.6歳）であった田口らの先行研
究15)に倣い、甘味・酸味・塩味について全口腔法で実
施した。甘味はショ糖を用いて 0.2~0.8％（w/v）濃度
で 0.2％間隔、酸味はクエン酸を用いて 0.02~0.08％
（w/v）濃度で 0.02％間隔、塩味は食塩を用いて 0.04~

0.16％（w/v）濃度で 0.04％間隔で実施し、濃度の薄い
溶液から濃い溶液へと上昇させた。味覚閾値測定の具
体的な手順は、
1）プラスチックコップに入った溶液（10ml）を直接
口に含ませ、口腔内全体で味わう。

2）濃度の薄い溶液から濃い溶液へ順に 4段階、味わ
う。

3）味を感じたら手を挙げる。
4）口をすすぐ。
5）3味それぞれ繰り返す。

とした。測定結果を図 2に示す。
1989年に測定された田口らの結果15)は図に示して
いないが、本結果（2010年）と比較すると甘味で大き

な差があった。甘味について本結果では 20.5％の男児
と 38.1％の女児が「わからない」と回答したが、田口
らの結果では感受しなかった男児は 8％、女児は 3％
であった。酸味については、2つの調査で同様の結果
を示し、いずれも 0.06％までに全員が感受した。塩味
については、本結果では 6.8％の男児と 7.1％の女児が
「わからない」と回答したが、田口らの結果は男児の
5％が感受せず、感受しなかった女児はいなかった。
21年前の結果と比べて甘味、塩味の閾値が高くなっ

ていたのは、近年の中食・外食産業の発展に伴い乳幼
児期から加工食品や調理済み食品を通して砂糖や食塩
を摂取する量が増え、濃い味に慣れていることが影響
していると考える。

学童期における味覚教育の実践
学校における食育は食習慣の形成を身につけるべ
く、給食の時間を中心に教科横断的に、学校教育の全
体を通して実施されている。学校における食育の必要
性、食に関する指導の目標・全体計画・基本的な考え
方や指導方法・評価について示されている「食に関す
る指導の手引き 第二次改訂版」16)には、具体的な実
施内容として「各教科等における食に関する指導の展
開」と題し、複数の教科・教育活動による学習内容が
例示されている。しかし、平成 31年（2019年）3月に
公表された最新版においても、外国語活動・外国語に
よる展開例は示されていない。
2011年より全面実施された小学校の「学習指導要
領」2) において小学校第 5・6学年において英語を扱
うことを原則とする「外国語活動」が新設されたこと
に伴い、筆者らは外国語活動における Shokuikuプロ
グラムの立案に着手した。実践は 2010年からは 2014

年に亘って取り組んだ17-20)が、本稿では 2011年から
2014年の内容の一部である味覚教育について紹介す
る。なお、令和 2年（2020年）より第 3・4学年で外国
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図 1 シール式食嗜好マッピング（文献 14より改訂）
保護者向けには横軸が摂取頻度、縦軸が食嗜好の度合いを表している平面の用紙を用いた。幼児向けには摂取頻
度の回答が難しいと考え、食嗜好のみを測る用紙とした。



語活動が全面実施となる21)。
Shokuikuプログラムは外国語活動の目標である「コ
ミュニケーション能力の素地を養う」2)ことを念頭に
Web会議システムによる国際交流を取り入れて計画し
た。交流校には英語を母国語としない大韓民国の市立
小学校とタイ王国の私立小学校から協力を得ることが
でき、日本と同様の Shokuiku授業を行なってもらった。
岐阜県 G小学校の味覚教育では、韓国菓子を味わっ

て英語で表現するコミュニケーション活動を取り入れ
た。味覚の感受性は個人により異なり表現も多様であ
るため、用いた英語表現は誤解を生じにくい「甘い
(sweet)・酸っぱい(sour)、しょっぱい(salty)・苦い(bitter)・
辛い(hot/spicy)」とし、スナック菓子やチューインガム
に代表される「サクサク(sticky)、ねばねば(crunchy)」
を加えた。児童がうま味を表現する際に「うまい」と
「おいしい」を区別することは困難であると考え、本授
業ではうま味を除くこととした。菓子は衛生面と手間
を考慮して、交流校の児童が日頃から食べている市販
品 7品を選定してもらった。初めて口にした児童が味
を表現しやすいよう、本授業で扱う用語の特性をもつ

菓子であることも考慮した。
Shokuikuプログラム実施 1週間前（事前）と 2週間
後（事後）、2ヶ月後（追跡）に日本児童に「味に関す
る用語を英語で表現できますか」と 4項（とてもでき
る、少しできる、あまりできない、全くできない）選
択式質問紙で回答を求めた結果を図 3に示す。交流校
の都合により国際交流の実施は 1学級（交流群）に限
られたため、国際交流を行なわなかった 2学級（非交
流群）との比較である。交流群は事前－事後調査間で
は有意な変化はなかったが、事前－追跡調査間では有
意に「できる」方へ変化した児童が多かった（Wilcoxon

signed-rank test：p = 0.031）。非交流群では事前－事後
および事前－追跡調査間で有意に「できる」方へ変化
した児童が多かった（いずれも p = 0.005）。児童が既
知の味や食感を表現するのではなく、その場で味わっ
たことをクラスメイトと英語でのコミュニケーション
を通じて確認しあったことで、味と食感の用語を英語
で表現する自信につながったと考える。
味覚教育の実践を重ねていく中で、日本の食文化を
理解するためにはうま味の教育が重要であると認識を
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図 2. 甘味・酸味・塩味の味覚閾値調査の結果（文献 14より作成）

図 3. 「味に関する用語を表現できますか」の設問に対する交流群、非交流群の回答の比較
両群とも事前－事後調査の間に味覚教育 1回を含む 3回の Shokuikuを受けている。（＊：p < 0.05、＊＊：p < 0.01）



強め、日本児童を対象にだしの試飲を取り入れた授業
を計画した。うま味の英語表現は扱わなかったが、事
前－事後調査において「食事をする時に、だしの『う
ま味』を感じたことがありますか」と 5項（かなりあ
る、時々ある、あまりない、全くない、わからない）
選択式質問紙で回答を求めたところ、図 4の結果を得
た。事後調査で「わからない」が有意に増加した
（Wilcoxon signed-rank test：p = 0.008）原因は不明であ
るが、試飲した際に味わったうま味がこれまでに感じ
ていたうま味と異なっていた可能性がある。
最後に、千葉県 S小学校の 2学級で実施した味覚教

育について紹介する。タイの調味料と嗜好飲料を試飲
した後、先述した味と食感の表現に「うま味(savory)」
を加えて英語コミュニケーション活動を行なっても
らった。グループごとに感じた味と食感を日本語で
ワークシートに記入してもらったところ、グループに
より違いがみられた（図 5）。授業終了時に各児童に記
述してもらった感想には、「見た目じゃ味は、わからな
い」「においがヤバかったです」など五感を活かした記

述が見受けられ、また、日本の調味料や嗜好飲料と比
較した記述も散見された。
以上より、国際交流の有無にかかわらず外国の食べ
物は味覚教育およびコミュニケーション能力の素地を
養うことを目標とする外国語活動・外国語の教材とし
て適していることが示唆された。

おわりに
幼児期は発育・発達面から食嗜好や味覚閾値に関す
る調査の実施と評価が困難であり、明らかになってい
ない点も多いため、実践研究の積み重ねが必要である。
味覚教育については平成 29年（2017年）告示の「学習
指導要領」21)に示される「主体的・対話的で深い学び」
と合致するため、今後の実践の広がりに期待したい8)。
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